
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1回 2023．11．1  Wed. 

「赤松ワイガヤ会議 ～言いっぱなしでいいんです」 ワークショップ 
「赤松公民館を映えスポットに！」「どんなイルミネーションで飾ってみたい？？」をテーマに、赤松

公民館のまちづくりを考えるワークショップです。会議のあり方にもスポットを当て、良い会議の実践

を、まちづくりの活性化に繋げます！ 

今回の参加者は20代～60代のみなさん。

年齢も職業も様々です。 

まずは係り決め。 

普段の役職や年齢は忘れてくださいね。 

 

１／5 

今日のスタッフは各校区の公民館主事５名。 

みなさんの挨拶の後、春日公民館の池田主事の進行で

ワークショップが始まりました。 

【本日のルール】→→→ 
このルールを守ってワークショ

ップに臨みましょう。 

さぁ、いよいよワークショップの始まり！ 

佐賀市内のイルミネーション映像を観て、イメージを膨らませます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ内で共有できたところで、グループ内で検討し、「これはぜひ言いたい！」と

いう意見を順に、全体に発表していきます。他のグループから出た意見は出せません。 

 

赤松公民館が映えスポットになったら 
 

どの班も活発にディスカッションができたようです！ 

いろいろなアイデアが出て、会場は大いに盛り上がりました 

↓ 

今回はココまで！言いっぱなしのままで、次回のワイガヤ会議に繋げます 

 

２／5 

スタッフは 

それを忠実に板書 

イルミネーションのイ

メージ写真の上に、自

分のアイデアを書いた

ふせんを貼りながら発

表します。 

イルミネーションのイメージができたところで・・・ 

「本日のルール」を守りながら、ふせんに「赤松公民館がイルミネーションで映えスポットに

なったらどんなことをしてみたい？」へのアイデアを自由に書いて、グループ内で発表します。 

●子どもが喜ぶことをしたい（将来の夢を発表できるような） 

●夜の「えがお食堂」をしたい（しっとり、温かく） 

●インスタに楽しいことやってるアピールをどんどんあげる 

●妻とデート（昔を思い出す・・・） 

●灯ろう（おほり灯ろうまつりの）にライトを追加して置く 

●キャンドル、ライトスティックを飾り付ける 

●来年のイルミネーションのアイデアを募集する 

●コンサート、お笑い（A-1グランプリ）を開催する 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第1回目の板書を参考にして、「どんなイルミネーションをデザインできる？」をテーマに、 

ワイワイガヤガヤ、グループでアイデアを出し合います 

第2回 2023．11．9  THU. 

3／5 

グループ内で発表した後、一人説明役がグループに残り、他の方は違うグループのアイデ

アを聞きに行きます（ワールドカフェ） 

他のグループの意見を加え、総合的にアイデアをまとめて全体に発表します 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれが考える「こうあってほしい」「こうあってほしくない」は、 

他の人も同調するのでしょうか？？ 
 

本日のメインテーマ「5年後の赤松、こうあってほしい、こうあってほしくない」 
「本日のルール」を守りながら、青いふせん「こんな赤松であってほしい」、赤いふせんに

「こんな赤松であってほしくない」を書いて、グループ内で発表します。 

 

グループ内で検討し、「これはぜひ言いたい！」という意見を順に発表していきます。 

他のグループから出た意見は出せません。 

 

その後、同調できる意見に、一人３票のシールを１枚ずつ投票します。↓↓↓ 

スタッフは 

それを忠実に板書 

その後、同調できる意見に、一人３票のシールを１枚ずつ投票します。↓↓↓ 

４／5 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●お堀、県庁の周りに屋台がある 

●校区内に公営のプールがある 

●若い人のサークルが増える 

●おじいちゃんもおばあちゃんも子供もみ～んな仲良し 

●商店街、飲食店が増えて都市化する 

●公民館に行けば、子供の笑い声が聞こえる 

●大人から子供まで誰でも気楽に来られる公民館がある 

●公民館がお金を稼ぐ 

●城内～佐賀駅～佐賀アリーナで人が回遊する 

●お堀、城内の認知度が上がる 

●新幹線が空港を通る、アリーナに公共交通 

 

３／4 

●●●●●●●●●  
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出された意見            投票シール数 

●●●  

●●● 

●● 

●● 

●● 

シール投票の結果はいかがでしたか？ 

5年後の赤松、こうあってほしい 

ご意見とシール投票数 
 

5 年後の赤松、こうあってほしくない 

ご意見とシール投票数 
 

出された意見            投票シール数 

●床上浸水が続く 

●独居老人ばかり、ゴミ屋敷が増える 

●子供が見えない町になっている 

●ボランティアメンバーがいつも同じ 

●誰もが近寄らない公民館 

●人が全然来ない。冬だけ人が集まる 

●高層マンションばかりになる 

●高齢化が進んで、空き家が多い町になる 

●市の助成金が無くなる 

 

5年後に明るい赤松であるために・・・どうすればいいのか？ 

イルミネーションを飾りながら、ざっくばらんに話そうよ！ 

 ↓ 

イルミネーションの飾りつけ、点灯式は「赤松まちづくり協議会」にバトンタッチします 

乞うご期待！ 
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